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１．研究計画の概要 
ドイツ林学から派生した林学のヴァリエ
ーションを、山地林管理の変遷という視点か
ら統一的に分類整理・分析する。 
 
２．研究の進捗状況 
 間接経費等の予算上の制約、および、2007
年度において収集した諸論考、2008 年度に
おいて収集したドイツ語圏における関係資
料等の示唆するところにより、19世紀以降に
於ける「山林監守人」の性格変化に焦点を絞
って研究を続行した。 
 
３．現在までの達成度 
 ①当初の計画以上に進展している 
（理由） 
 予算上の制約によりテーマを絞り込まざ
るを得なかったが、テーマの限定により研究
の対象がより明確となり、かつ、私費による
追加調査を行うことにより、調査先を特定し、
フランスの Buttoud教授、ニュージーランド
の Ross 教授から有益な情報や協力を得るこ
とができたため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本年は、４年間の研究のとりまとめに当た
る。具体的な実施内容は以下の通りである。 
(1)文献調査：補完的文献の収集および既存
文献の整理を行う。 
(2)研究のとりまとめ：研究会への参加や学
会発表等を行い、関連分野の研究者とのディ
スカッションを通じ、内容を整序する。 
(3)必要に応じ、現地訪問調査等を私費で行
う。 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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〔その他〕本研究の成果の一部を援用して、
大学における教育活動の一部に反映させて
いる。2008 年度の「森林政策学演習」にお
いて、M.ドヴェーズ『森林の歴史』の輪読を
行ったが、本研究によって得た成果を用いた
注解を 
http://lecture.ecc.u-tokyo.ac.jp/~afuru/deve
ze.htm 
に示しており、このウェブサイトは受講生以
外も閲覧可能な公開コンテンツとなってい
る。 
 


